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1. はじめに 

近年のモノの電子化の流れに合わせ、本研究室

では大学キャンパス掲示板のための PDF 貼付電

子掲示板を開発している[1]。本研究ではさらな

るユーザビリティの向上とインタラクションの

提案のために、PDF 貼付電子掲示板を Web 上で

実装する。これによりネットワークを介して情報

を共有することができるため、電子掲示板を自身

のスマートフォンやタブレットを用いて閲覧す

ることや、個人の使いやすいような環境にカスタ

マイズすることが可能になり、ユーザビリティが

向上することが期待される。 

2. システム概要 

開発した Web アプリケーションの実行画面を

図 1 に示す。開発言語には HTML5 を用いる。ま

た、それに対応するスタイルの設定として CSS3、

動的な処理には JavaScript を用いる。この Web ア

プリケーションでは掲示物をクリックした時に

画面の大きさに合わせて掲示物の大きさを調整

する機能、最新の掲示物や重要な掲示物を強調し

て表示する機能、掲示物を絞り込んで表示する機

能を実装した。 

図 1 Web アプリケーションの実行画面 

掲示物をクリックした際に大きさを調整する

機能は JavaScriptライブラリの１つである jQuery

のプラグイン「fancybox」メソッド[2]を使用した。

図 2 に掲示物をクリックした際の表示を示す。 

図 2 掲示物の大きさ調整機能の表示画面 

特定の掲示物を強調して表示する機能には

Class に依存しない ID での取得をする

getElementById メソッドを使用し、プルダウンメ

ニューで選択した項目の ID と同じ ID が付与さ

れた掲示物をピックアップして表示させた。図 3

に実行画面を示す。 

図 3 掲示物の強調表示機能の実行画面 

掲示物の絞り込み機能では、複数の掲示物要素

を取得する際に要素同士が干渉しないように、掲

示物それぞれに専用の Class を付与し、

getElementByClassName メソッドを使用すること



で掲示物要素の選択を行った。 

3. 絞り込み表示機能の仕様確認実験 

開発途中で掲示物を絞り込んで表示する際に、

ソートするべきかどうかを検討する必要が生じ

た。そこで比較するためのタスクを設定し、実験

を行った。 

3.1. 実験方法 

実験の被験者は 12 名で、実験前に十分にシス

テムの動作を理解、また慣れさせるために練習時

間を充てた。操作性の慣れによる誤差を少なくす

るために、12 名のうち 6 名にはソートするシス

テムを用いた実験を先に行わせ、もう 6 名にはソ

ートしないシステムを用いた実験を先に行わせ

た。それぞれ同じ測定を 2 回行わせた。 

被験者に図 4(a)に示すような 6桁の数字が羅列

されている画面の中から、始めに決めた数字を探

し、その数字をダブルクリックした。その際、画

面の上側のボタンをクリックすると十万や一万

の位が対応する 6 桁の数字消去された。それぞれ

の条件における消去後の画面を図 4(b)と(c)に示

す。 

図 4(a) 実験に用いたランダマイズプログラム 

図 4(b) 消去後（ソート有り） 

図 4(c) 消去後（ソート無し） 

3.2. 実験結果 

探索時間に関する実験結果を図 5 に示す。両側

t 検定を用いて p 値を算出すると 0.0486 となり、

有意水準 5%で有意となった。従って、ソートを

しない方が探索時間が短くなるということが言

える。 

図 5 実験結果 

実験後に被験者に感想を聞いたところ、ソート

することによって数字が詰まってしまい、数字を

読むのが億劫だったのもあり、より多く消去機能

を使ってしまったということだった。一方で、ボ

タンをクリックしている間はあまり数字の方に

は注目せず、自力で探せるレベルまで表示を消し

たところでボタンを押すのを止め、数字を探す工

程に入るという意見も得られた。 

4. まとめ 

本研究では PDF 貼付電子掲示板を Web 上で閲

覧するためのアプリケーションを制作し、その過

程で発生した掲示物の発見度の違いを検証した。

結果として掲示物をソートせずに絞り込んで表

示を行ったほうが発見度が上がることが分かっ

た。今後はユーザーが求める掲示物を絞り込んで

表示する時に表示位置を維持することが期待さ

れる。 
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